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シンガポールの中国政策

- 首脳訪問を中心に-
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Kyoko TANAKA*

Since1971,theUnitedStates'disengage-ent

from Vietnam anditsrapprochementwithChina

havebroughtaboutdramaticchangesininterna-

tionalrelationsinAsia. Amongthem wasthe
ASEAN nations'normalizationortheirrelations

withChina. Singapore,asmallcity-StateWitha

predominantlyChinesepopulation,neededclose

tieswithitsASEAN neighboursf♭rsurvivaland

playeddownits"Chineseness." In 1975,while

reiteratlngthatitwouldbethelastinASEAN

toestablishdiplomatictieswithChina,Singapore

sentits Foreign Minister,S.Rajaratnam,to

Beijingtoimprovebilateralrelations･ By the

nextyear,however,whenitsPrimeMinisterLee

Kwan Yew visited China,Indochinahad been

Ⅰ は

1971年以来,中国 ･インドシナを中心に国

際情勢が大 きく変 り,世界的に力のバランス

が変動 したが,とくにアジア諸国間の関係に

重大な変化を もたらした｡その一つは,中国

の国際舞台への復帰,自由諸国との友好関係

の発展であり,もう一つは,インドシナ3国
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Communized and ASEAN had closed ranksto

withstalldthecommunistthreat. Thisprompted

LeetoemphasizeSingapore'sASEAN identity
ratherthantofわsterclosertieswithChina.

AfterLee'svISlt,conflictsamongthecommunist

countriesoverIndochinadroveSingaporefurther

intoASEANidentltyanddissociationfrom China.

In late 1978,when Deng Xiaoplng,China's

Deputy Prime Minister,visited Singapore,it

pronouncedemphaticallythatitsfuturewaswith

theASEAN nationsanddeniedallspeciallinks

withChina. Singapore'Sescalatingemphasison

ASEAN identltyandthe"de-Sinicization"dic-

tatedchieflybyinternationalfactorsillustratea

smallnation'sstrategyfわrsurvival.

じ め に

の共産化,そのベ トナムによる支配,中国と

の対立,ソ連への依存である｡ これ らの変化

は東南アジアにとくに深刻なインパクトを与

えた｡ それは第 1に,アメ リカの東南アジア

での影響力が大幅に後退 したこと｡第 2に,

これに代って ソ連の活動が活発化 し,インド

シナを翼化におさめてその影響力が飛躍的に

増大 したこと｡ しか し,第 3に,まさにその

事実のために,ASEAN (東南アジア諸国連

合) 5カ国か ら直接的脅威と みな される に
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至 ったこと｡1)第 4に, ベ トナムはその勢力

をイン ドシナ全体に拡大 したが,そのために

かえ って ASEAN 諸国および中国と対立関

係に入 り,アジアでは孤立 して ソ連に依存せ

ざるをえな くな ったこと｡そ して第 5に,ソ

連のアジア進 出に脅威を感 じた中国が東南ア

ジアの非共産諸国に対 して外交攻勢をつよめ

たことである｡

このような国際関係の変化によって,外交

政策の再検討を直接せまられたのは ASEAN

5カ国である｡ これ ら諸国はいずれ も中小国

で その国際的影響力は きわめて 限 られて お

り,国際情勢の動 きに敏感である｡ その中で

も最小国であるシンガポールは,人口の 4分

の 3が中国か らの移民 とその子孫- いわゆ

る華人- で ある と いう 特殊な事情 もあっ

て ,国際環境の変化にはとくに敏感であり,

対処の しかた も慎重である｡この小論 は,上

述の国際情勢の変化の中でゆれるシンガポー

ルの中国政策をあとづけることを 目的とする

が,とくに1975年以後の両国首脳の往来を中

心に検討をすすめた い ｡2) 本論に 入る前に,

まず シンガポール外交政策の国内 ･国際要因

を-べつ しておこう｡

ⅠⅠ シンガポールの ｢中国性｣と外交政策

- 国内的 ･国際的要因-

小国の外交は自国の安全の確保に終始する

のが普通である｡それ以上の 目的- 国際政

局における影響力の行使 ･勢力や威信の拡大

な ど- を追求する実力に欠けるとともに,

他国にその安全を 脅かされ やすい か らで あ

る｡人口230万,面積600平方キロメー トルの

都市国家 シンガポールはその極端なケースで

あろう｡ しか も,地理約 ･人口的に小さいと

いうこと以外にも,シンガポール外交を制約

する重要な事実がい くつか存在するO いうま

で もな くその第 1は人口の76パーセン トが華

人であるということ｡第 2は,国内に,事実

上華人のみで構成され,武力による現政権打

倒をめざす非合法のマラヤ共産党3)が存在す

ること｡第 3は,シンガポールの経済発展が

外資依存の開放体制に支え られていること｡

そ して第 4は,マ レーシア ･インドネシアと

いう,マ レ一系人種のイスラム教徒をその人

口の主たる構成員とし,かな り大きく有力な

華人社会をかかえる,比較的大きな国にはさ

1)FarEasternEconomicReview (以下 FEERと

略す),24August1979,pp.20-34参照｡

まれて いると いう事実で ある｡ これ らのう

ち,第 1か ら第 3までは国内要因,第 4は国

際 (地域) 環境要因と呼ぶ こ とができよ う

が,実際にはこれ らの諸要因は密接な相関関

係を もって シンガポール外交政策の選択の余

地を 極度に せ まく しているのである｡ しか

ち,その相関関係のかなめとなっているのが

華人国家であるという事実- ｢中国性.-

である｡

シンガポールの 独立国として の 存在は マ

レーシア ･インドネシアとの関係にかか って

いると いって も過言では ない｡ これ ら両国

は,軍事的にシンガポールを容易に破壊する

2)1973年までの 時期につい ては, 岡部達味｡

1974.｢シンガポールの中国政策. 『ァジア経

済｡15(2):21-38参照｡

3)マラヤ共産党は1930年の創立以来, シ ンガ
ポールを含むマ ラヤをその活動領域 と し,

1963年の マレーシア成立を ｢新植民地主義｣

と非難して認めず, したがって シンガポール

のマレーシアからの分離独立も認めず,現在

もシンガポールと西マレーシアから成る社会

主義マラヤをめざしてマラヤ共産党を称して

いる｡
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能力を もって いるだけでな く,重要な貿易相

手国で もあり,4) また,両国が領海 とみなす

マ ラッカ海峡を各国船舶が自由に航行するこ

とは シンガポール経済発展 の 重要条件で あ

る. 英米な どの大国が シンガポールの安全を

保障 して くれな い 5)以上,マ レーシア ･イン

ドネシアとの友好関係はシンガポールの安全

の絶対条件であるが,この両国とシンガポー

ル とは自然な友好関係の前提条件にめ ぐまれ

ていない｡第 1に,マ レ一系 イス ラム教徒の

国である両国は,自国内で異種族 ･異教徒で

ある華人が経済上の支配勢力であることを国

内不安定要因とみな して お り,6)華人国家で

あるシンガポールをその延長線上においてみ

る傾向が ある｡7)第 2に,反共国で あ る マ

レーシア, イン ドネシアは国内の華人が共産

中国の第五列 となる可能性をおそれるととも

に,シンガポールが中国の東南アジア進 出 ･

支配の拠点になるか もしれないとの疑念をい

だいている｡ 第 3に,その華人国家たるシン

ガポールが第 3世界の最大関心事である経済

発展において東南アジア随一の成功を誇 って

いることをマ レーシア,イン ドネシアは必ず

しも快 く思 っていな い ｡8) 第 4に, これ ら両

4)インドネシアとの貿易統計は公表されをいの

で正確にはわから覆いが, インドネシア･マ
レーシア合わせて シンガポール貿易の20-25

パーセントをしめるものと思われる.

5)Morrison,CharlesE.;and Suhrke,Astri.

1978. StrategiesofSurvival:TheForeign
PolicyDilemmasofSmallerAsian States.
Brisbane:UniversityofQueenslandPress.
pp.180-186参照｡

6) これ は とくに インドネシアに強烈で ある｡

FEER,21September1979,pp.38-42andl13-
119参照｡

7)MorrisonandSuhrke,op.cit.,pp.17ト172参
照｡

8)MorrisonandSuhrkeは, 東南アジア諸国は

シンガポールの 経済発展を 自国内華人の鐘済

的成功と二重写しにして, 外来の搾取者が周

辺から吸いとった富でぜいたくに暮 し,東南

アジア本来の文化を破壊しつつあるとみる傾
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国とも シンガポールに 対 して 冷淡である べ

き歴史的理由を もって いるO マ レーシア は

1963-1965年の 2年間, シンガポールをその

一部としていたが,中央政府 とシンガポール

政府 との 間に まさつが たえず , 結局 シンガ

ポールに分離独立をせ まった苦い経験を もっ

ている｡9) ィン ドネシアの場合 それほど具体

的ではないが,現政権をにぎる軍 は,1965年

のイン ドネシア共産党の クーデター計画を中

国があと押 ししていた と信 じてお り,中国お

よび国内外の華人に対 して疑惑をいだきつづ

けている｡10) シンガポールにとって死活の重

要性を もつ隣国との関係において,その ｢中

国性.が大きなマイナス要因にな っているの

である｡マ レーシアか らの分離独立 も,究極

的にはこの ｢中国性. が原因であった｡11) し

たが って ,シンガポールの隣国との友好関係

維持の努力 は, その ｢中国性. を おさえ,

｢東南アジア性｣ を強調す ることに な らざる

をえない｡

これはまた,第 2,第 3の要因との関連上

必要な ことで もあった｡シンガポールの ｢中

国性 . はたんにその人 口の 4分の 3が人種的

に華人であるというにとどまらず ,その華人

の大多数が基本的に,広い意味での中国文化

を保持 して いるという事実を も含んでいる｡

広い意味での中国文化 とは,華語で教育を受

け,あるいは,標準語 ･方言を とわず 中国語

で 日常生活を営み,したが って ,思考 ･生活

の様式 ,知識 ･感情の あ り方が 中国的で あ

り,他文化に属する者 との対比において本人

も自己の ｢中国性.を 自覚 している,という

向が あることを指摘している.Morrisonand

Suhrke,op.cit.,p.171.
9)シ ンガ ポ ール 分離独立の事情については,

Fletcher,NancyMcHenry.1969.TheSej･a･
rationofSingaporefromMalaysia.Ⅰthaca:

ComellUniversity参照｡

10)た とえば,NewNation,24May1976.

ll)Fletcher,op.cit.
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意味である｡こういう華人が中国の影響を受

けやすいのは当然である,Jこのことを顕著に

示 しているのかマラヤ共腫先で,同党はほぼ

この秤の華人で構成され,華語で運営され,

一貫 して中国共産党の影響下にある｡12)しか

も,一般的にいって,中国文化に属する (壁

語系)華人の多 くは社会経済的に中以下の階

層に属 しているので, 中共やマラヤ共産党の

宣伝に 対する 抵抗力が 比較的弱いと されて

いる｡ したが って , これ らの 華人の ｢中国

性 __,を うすめ,シンガポール ･アイデンテ ィ

ティーを注入 し確立することは,国内の政治

的安定にとって も重要であり,安定は外資導

入に不可欠の要件である｡ 外資依存を経済発

展の戦略とするシンガポールとしては,国内

的にも徐々に ｢中国性.を うすめてい くこと

が生存の一つの要件 とされているのである.

1965年の独立以来,英語教育の普及に重点を

おいているの も,これ と無関係ではないし,外

交政策 も一般的な力点は推移 して いるが,13)

｢中国性｣の抑制 ･｢東南アジア性_｣の強調は,

程度の差こそあれ一貫 しているし,14)ASEAN

の連帯強化にともない,ASEAN アイデ ンテ

ィティー育成の形で促進されて きている｡

ASEAN は,上記 4要因の最後の地域要因

の延長線上に くるものである｡1967年,シン

ガポールは ASEAN 結成に参画 したが, 当

時はまだ独立後の経済の見通 しをつけるのに

懸命で,ASEAN 外交に本腰を入れ始めるの

はアメ リカのベ トナム撤退が確定 した1971年

以後のことである｡15) 独立国としての生存の

12)マラヤ共産党の ｢中国性.については,原不

二犬. ｢マラヤ共産党と抗日戦争. 甘アジア経
済しハ19(8):2-27が興味深い｡

13)シンガポール 外交政策の推移について は,

Wilairat,Kawin.1975.SingapoT･e'5Foreign
Policy.Singapore･'Institute of Southeast
AsianStudies.

14)Ibid.,pp.37-38参照0

15)Zbid.,pp.45-49,74-81参照｡

2大条件- 安全 と経済発展- に寄与する

能力の人きい大国にまず接近 し,少な くとも

短期的には得るところの少ない近隣諸国には

比較的冷淡な態度を とって きたが,経済の見

通 しがたち,また国防 卜大国が頼 りにならな

いことがはっきりしたとき,その外交の重点

を大国か ら ASEAN へ移行 したので ある｡

従来の 大国中心外交に 対する 批判が つよま

り,これを無視 しっづけると近隣諸国との関

係が悪化するおそれがあったことがこの転換

のL自二接の動機であったか もしれないoln) しか

し,鹿本的には,1971年 7月の大統領施政方

針演説にいうように,国際情勢の大きな変化

に対応することがその 目的であった｡ 同演説

は,イギ リスの軍事力の低下,アメ リカの東

南アジアか らの撤退 ,中国の同地域への関心

の増大,ソ連の進Hi,日本の大国としての復

活な どの事実は東南アジアにおける新 しい形

の競合 ･衝突の可能性を示 しており,シンガ

ポールは以前よりも直接的に国際情勢の影響

を受けることになろうからその外交政策 も従

来に くらべ外向きにな らざるをえないであろ

う, と予測 して いる｡17)ここに いう ｢外向

き_jとは,従来国内の治安 ･経済問題の解決

が外交政策の主たる目的であったのに対 し,

これか らは国外からの脅威 ･衝撃に近隣諸国

と協力 して対処することが最 も重要な外交 目

的になろうという意味である｡ 国内の重要問

題をほほ解決 した自信の上にた って ,これ以

後の 2,3年間にシンガポール外交はASEAN

中心-転換するのである｡

シンガポール独立以来,ASEAN 諸国を訪

問 したことのなかった リー ･クアンユー (季

光耀)首相は,1972年 3月,マ レーシアを公

式訪問 したのを皮切 りに,翌年 3月にタイ,

5月にインドネシア,1974年 1月にフイリピ

16)Ibid.,pp.46-48参照｡

17)Ibid.,pA8;AsiaYearbook1972.1972.Hong
Kong:FarEasternEconomicReview.282.
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ン,と訪問外交を展開 し,また,1973年11月

にはマ レーシアの ラザ ク首相 ,翌年 8月には

インドネシアのスハル ト大統領の公式訪問を

受け, シンガポール と他の ASEAN 諸国の

関係は急速に緊密化 した｡18)石油危機がシン

ガポールの ASEAN への傾斜に拍車をかけ

た こと は 否定でき ない19) が, 基本的 には

ASEAN 5カ国全体の新情勢に共同して対処

していこうとする姿勢を反映 した ものであっ

た｡ この 5カ国は国内では強い反共政策を と

り,外交政策において も従来は親米 ･反共 ･

反中国であった ｡ その中で シンガポールは,

インドネシア ･マ レーシアとともに非同盟政

策を とってはいるが,アメ リカの中国封 じこ

めには同情的であり,中国とはどちらの政府

とも外交関係を もたなか ったが,国内で武装

闘争をつづけるマラヤ共産党を支援 し,イン

ドネシアのマ レーシア対決を支持 した中国を

直接的な脅威 とみな していた｡

一方, 中国側は1969年まで ASEAN をア

メ リカ帝国主義の手先 とみな していたが,中

ソ国境紛争 ,ニクソン･ドク トリンを契機に

アメ リカよ りもソ連を重大な脅威 と考えるよ

うにな り,ASEAN に対する姿勢 も変化をみ

せ始め,1972年 8月に,まずマ レーシアに経

済使節団を送ることによって ASEAN 諸国

との接触を開始 した｡20)このころか ら 『人民

日報｡は ｢マラヤ.に代えて ｢マ レーシア.

18)タイは政変のため訪問外交の対象になってい
ない0

19)シンガポールは石油精製の経済にしめる割合

が大きいので,石油危機によってアラブだけ

で夜くASEAN の産油国インドネシアとの

関係の重要性を再認識した｡また1973年の米

価暴騰によって米の輸出国タイとの関係の重

要性も高まった｡

20)中国の対 ASEAN 政策については,Kaw,

GuatHoon.1977.AnAnalysisofChina's
AttitudestowardsASEAN,1967-76.Sin-

gapore:InstituteofSoutheastAsianStudies
にくわしい0
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の名称を用いるよ うにな り,21) 中国が ｢新植

民地国家マ レーシア.不承認の方針を変えた

ことを示 した｡ この直後にマ レーシア, フィ

リピンが中国へ経済使節団を送 っている｡

中国はシンガポールに対 して も,マ レーシ

ア不承認の副産物 と して , その 独立を 認め

ない方針を とり, さらに両国の関係は 1969-

1971年の中国銀行 シンガポール支店 とシンガ

ポール政府の確執22) に よって 悪化 していた

が,1971年か ら改善のきざ しをみせ始めた ｡

この年, 中国の マス ･メデ ィアか ら シンガ

ポール攻撃が姿を消 し,シンガポール中華総

商会の代表団が広州 ･北京を訪問,李先念副

首相 ･李強対外貿易省次官 と会見 した｡貿易

関係においては中国につねに大幅黒字で,中

国銀行をめ ぐるいざこざもシンガポールへの

輸出にはあまり影響 していない｡23) 中華総商

会が両国関係改善の先陣をつ とめたの も当然

の役まわ りといえよう｡24)

これ以後,イン ドネシアを除 くASEAN 諸

国と中国との関係は急展開をみせ ,スポーツ

な ど非政治的な使節団のや りとりがあったの

ち,1974年 5月 ,マ レーシアのラザ ク首相が

訪中,国交を樹立 した｡つづいて翌年 6月に

フィリピン,7月にタイがこれに倣 った｡ シ

ンガポールは,これ ら友好諸国の中国との関

係正常化を喜ば しいこととしなか ら,自国は

中国との外交関係は ASEAN 5カ国の 最後

に開 くとくり返 し声明 し,25) 現在に至 って も

イン ドネシアが対中関係を凍結 したままであ

21)『人民日報｡1971年7月30日,8月26日参照｡
22)このいきさつについては,Lee,Lai-to.1975.

"china'sChangingAttitudetowardsSinga-
pore,1965-75,"WuTeh-ya°,ed.,Political
andSocialChangeinSingapore.Singa-

pore:InstituteofSoutheastAsianStudies.

pp.1831189にくわしい｡
23)付表参照｡

24)Lee,op.cit.,pp.192-193.
25)岡部 ｢前掲論文｣23-24ペ ー ジ ;Morrison

andSuhke,op.cit.,pp.1771178参照｡
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ることを理由に,外交関係はもっていない｡

国交樹立に慎重である理由は,岡部論文も指

摘 しているように,中国銀行などの連絡チャ

ネルを もち,貿易関係も良好で あるシンガ

ポールにとって,国交樹立によって得るとこ

ろはあまりな く,ただいたず らに隣国の疑惑

をかきたてる可能性がある｡ また,国内的に

も,国交樹立が,マラヤ共産党の士気高揚,

中国の同党への直接支援,さらに華人大衆の

｢中国性. 強化などの機会を与えること はさ

けたいところである｡26)

しか し,シンガポールは近隣諸国の中国接

近を傍観 して いたわ けで はな く,1975年 3

月,ラジャラトナム外相 (以下ラ外相または

ラジャと略す)の北京訪問によって政府レベ

ルでの関係改善の努力を開始し,翌年の リー

首相訪中へと発展する｡しか し,この二つの

訪中の間にインドシナ共産化とこれに対応す

るASEANの結束強化という国際環境の変化

が起 り,国内の共産党要因もからんで,リー

訪中はラジャ訪中とは性格を異にするものと

なった｡さらに,リー訪中後,インドシナに

おける紛争が表面化,戦争へ発展し,また,

中越対立,ベ トナムの華人追放など国際要因

の変動によって,ASEAN 諸国の中国政策 も

変貌をみせ,これが1978年11月の都小平副首

相の来訪に対するシンガポールの反応を規定

した｡ 以下,ラジャ･リー ･都3首脳の相互

訪問を 3章に分けて検討 し,上記の諸要因の

変動の中におけるシンガポールの中国政策の

推移をあとづけることとする｡

ⅠⅠⅠ ラジャラ トナム外相の訪中

1975年 3月12日から21日までの10日間,シ

ンガポールのラジャラトナム外相は中国の喬

冠華外相の 招きに応 じて 中国を 公式訪問し

た｡27) シンガポール政府要人による初めての

訪中であり,ASEAN諸国が中国との国交へ

向かって動いていたときだけに,国交樹立の

下準備かとみる向きもあったが,これは外相

白身が出発前の記者会見で否定 した｡)28) この

とき同外相の語 った訪中の目的は,(1)両国

が広 く各種問題について 直接意見を 交換す

る,(2)中国に対 しシンガポールの政策を説

明し理解させる,(3)貿易 ･交流拡大の方法

を模索する,の 三つである｡29) 3月 18日,

パーカー外相代理は国会で外相訪中を説明,

同じ三つの目的をあげ,さらに,シンガポー

26)岡部 ｢前掲論文.23-24ページ0

27)TheStraitsTimes(以 下 ST と略す),14
March1975.

28)Loc.cit.

29)ST,12March1975.

ルは一貫 して中国を承認 し,1971年以来すで

に各種16の代表団が中国を訪問し,今年はさ

らに多 くの代表団が出る予定であることを指

摘 し,両国の関係が良好であることを強調 し

た ｡30)

その後の情勢からみて,表明された以外の

H的はなかったようである｡上記の3目的の

(1)の内容は,シンガポールの利害に直接か

かわる問題について中国の真意をただすこと

であり,中心は,中国の東南アジア政策,と

くに ASEAN,シンガポール,華僑および各

国共産党に対する政策であろう｡(2)は,国

交樹立延期の説明が中心で,ほかに,ラ外相

は,説明する予定の政策の一例としてマラヤ

共産党弾圧を あげ, これは 国内問題で 反中

国政策では ないことを 説明すると語って い

る｡31) (3)は,外交はな くて も貿易その他経

30)ST,19March1975.

31)ST,12March1975.
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済交流は拡大 したいのでその方法を決めよう

というもので ,対FP輸 出がつねに輸入の約半

分 という32) 過去の 大幅赤字の 縮小を狙 った

ものである｡

中国側 はラ外相を ｢親戚国｣か らの賓客 と

して歓迎 し,83) 喬冠華外相 との 2日にわたる

会談のほかに,入院中の周恩来首相 もラジャ

を病院に招いて会見 した｡34) また,喬 は公式

の歓迎宴 とは別に,予定になか った私宴を設

けて ラジャー行を もてな している035) 外相会

談は第 1日日は国際問題,第 2日臼は両国間

の問題に集中され た とい う36)が , 内容の発

表 も共 同コミュニケもない ｡ 外相会談の内容

を もりこんだという周首相の言明は会談の友

好的雰囲気を よ く伝えて いる｡ 言明の 要点

は,(1) 中国はシンガポールを独立 国と認め,

その主権を尊重する,(2) 中国はシンガポー

ルの立場を理解 し,いつで もシンガポールの

都合のよいときに外交関係を樹立する, (3)

中国は ASEAN の地域協力の努力を評価 し,

その成功を切望する,(4) 中国は両国が新方

式によって貿易 ･経済協力を促進することに

同意する,の 4点である｡37)

(1) の内政不干渉の 具体的内容は 次の 3

点であろう｡ (イ) 中国はシンガポールのマ

レーシアか らの分離独立不承認の政策を放棄

する, (ロ) シンガポールはその人 口の大部

分が華人であるが ,中国とは別個の独立国で

あることを認め, 内政に干渉 しない, (ハ)

華僑の居住国の国籍取得を奨励 し,二重国籍

を認めず ,中国籍の者 は保護す るが,これ ら

の者 は 居住国の 法律を守 り, 内政に 干渉 し

て は な らない, という 華僑政策を 再確認す

32)付表参照｡

33)ST,22March1975.

34)ST,16and18March1975;BJ人民日報｡1975

年 3月15,16,17日｡
35)ST,17March1975.
36)∫7116March1975.

37)ST,18March1975.

る｡38) シンガポール側が中国に対 し,マラヤ

共産党-の支援中止を求めた ことはほほ確実

で , これは ｢主権尊重. の内容 と して上記

(イ), (ロ), (-) の どれ よ りも重要であ

る39)が,両国とも公にこれに言及することは

さけている｡

これは,中国はシンガポールの要求をいれ

たが,これを公表すると中国の革命政権 とし

ての威信 ･影響力が低下 し,ソ連を利するこ

とに も なる の で ,｢主権尊重 . の 原則論に

よって中国がマ ラヤ共産党問題を シンガポー

ルの内政問題 と認め,不干渉を約束 した こと

を暗示するにとどめた,と解釈することも可

能である｡ しか し,問題の性質 と前後の事情

か らみて ,中国はシンガポールの要求を拒否

したが ,両国ともこれを関係改善の障害に し

た くなか ったので ｢主権尊重.の原則論へに

げ,具体的言及をさけた とみる方が妥当であ

る｡元来中国のマラヤ共産党支援は主 として

精神的な ものであるか ら,その中止は公に声

明 しなければ意味がない｡ したが って ,た と

え前者の解釈を とるとして も,この間題につ

いて シンガポールの得るところはなか った と

いえる｡

(2)の国交延期,(3)の ASEAN 支持 は,

(1)の主権尊重 と同様 ,両国の利害の一致 し

て いる点である｡(2) は,シンガポールのみ

な らず ,中国にとって もイン ドネシアとの関

係改善のために有益であり,(3)は,ソ連の

東南アジア進 出阻止のために中国の重視する

ところである｡40) (4)は,国交がな くて も貿

易拡大の妨げにな らないという中国側の保証

である｡ 輸出拡大はラジャ訪中の唯一の具体

38)ST,22March1975.

39)(イ)は形式の問題にすぎず,(ロ)も実質よ

りは原則の問題であり,(-)は他の東南ア

ジア諸国とちがって事実上華人の国籍問題の
存在し覆いシンガポールにとって実質的を意
味は覆い0

40)FEER,14May1976,pp.22and24.
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的目的で,十分 下準備を していたようである｡

喬外相 との会談で資本財の輸入増大を求めて

同意を得るとす ぐ随行の経済関係者 と中田の

対外貿易者の代表 との間で具体的話 し合いに

入 り,工業使節団の派遣を決めている｡il)

ラジャ訪中で注 目されるのは,関係改善へ

向けて双方が積極的姿勢を とっていることで

ある｡ 第1に,喬外相主催の 歓迎宴に おい

て ,ラ外相はシンガポールの政治体制 ･理念

の ｢東南アジア性.および多種族国家 として

の シンガポール ･アイデ ンティティ-が生れ

つつあることを強調する反面,｢中国性｣を否

定せず ,華人が中国か らもってきた ものはす

でに変化 してはいるが,両国の理解 と協力の

ためのかけ橋 として役だつであろう,とのべ

て ,42) む しろ ｢中国性｣を積極的に利用する

姿勢をみせている｡ 第 2に,ラジャ白身がの

ちに語 ったところによれば,外相会談におい

て意見の一致 しそうにない問題をさけて合意

できそうな問題から話 し合 った という｡43) 第

3に,中国側が シンガポールを ｢親戚国. と

呼んで好意を示 したことを シンガポール側は

肯んで受け入れているO次章にのべる リー訪

中のときとちがい,この表現を拒否あるいは

嫌悪する様子はみられない｡新聞はむ しろこ

れを肯定する事実,ラジャー行10人の うち5

人までが中国に近親者がおり,今回久 しぶ り

の対面を喜んだことを報道 している｡44)

第 4に,中国側はシンガポールの要望にそ

うよう最大限の努力を している｡訪中前にラ

ジャの表明した希望45)は毛沢東主席 との 会

見以外はすべて実現 している｡46)とくに, 国

交問題については,会談の始まる前か らシン

41)ST,16March1975.
42)ST,15March1975;LIJ人民口臥 .1975年 3月

15日｡

43)ST,22March1975.

44)Loc.cit.

45)ST,12and14March1975.

46)ST,22March1975.

ガポ-ルの立場を理解 していることを非公式

に伝える47)ほどの気の使い方であった｡貿易

について もシンガポールの要望をすべて蹟蹄

な く受け入れているし,台湾 との関係には一

切ふれなか った というoid)第 5に,周首相 と

の45分間の会談,喬外相の私的な招宴な ど,

シンガポール側が必ず しも期待 していなか っ

た 4LJ)ことまで して,積極的に歓迎の意志を示

しているし,ラ外相一行が上海か ら東京-向

け出発の際には喬外相がわざわざ上海まで出

向いて見送るという念の入れ方であった｡

3月21日,訪中を終えて東京についた ラ外

相は,記者榔 こ対 して訪中を総括 し,直接率

直に話 し合ってお互いの意図 ･目標を理解で

きた,とその成功を 白讃 した｡ 彼のあげた三

つの具体的な成果は,(1)中国が価格 ･品質

その他の条件が同 じであれば,生産財を シン

ガポールか ら優先的に買 うと言明 したこと,

(2)できるだけ早 く工業使節団を交換するこ

と,その第 1回は中国か ら出すことに合意 し

たこと,(3)中国が シンガポールの都合のよ

いときにいつで も国交を樹:立する用意がある

と言明 したこと,であるJ'n)

ラジャ訪中の重点は経済にあり,その限り

において成功 といえるであろうo工業使節団

の交換はす ぐ.実施に移され,4月には中国か

ら7人の専門家か ら成る使節団が シンガポー

ルを訪れ, 1カ月半にわた って造船所 ･機械

工場な どを視察 した51)の ち, オイル ･リグ

47)ST,16March1975.

48)ST,22March1975.

49)ST,12and17March1975.ST は, 中国側

が第 1回会談以後暖かく,友好的な態度を示

すようになった ことを報じ, その理由とし

て,シンガポールが何も要求せず,ただ友好

的を関係を望んでいることがわかったこと,

および,ラジャの暖かいざっくばらんを人柄
の二つをあげている｡22March1975.

50)ST,22March1975,

51)TheSundayTimes,1June1975.
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2基 (合計 5,500万米 ドル) を発注 した｡52)

しか し,相互理解の面では国交延期の了解以

外の成果はなかったようである｡ ラ外相がシ

ンガポールにとってあまり意味のない華僑政

策再確認を成果の一つに数えねばならなかっ

た58)ことがその証拠である｡中国側の歓迎ぶ

りからみて,シンガポールのマラヤ共産党弾

圧は内政問題であることを中国が了解 したこ

とはまずまちがいないが,双方 ともこれに言

及 していない｡ 明 らかに中国の同党支援問題

との関連のためである｡ この間題は翌年の リ

ー首相訪中の際に脚光をあびることとなる｡

IV リー ･クアンユー首相の訪中

ラ外相の訪中とそれにつづ く経済関係その

他の使節団の交換で中国とシンガポールの関

係は急速に改善されたが,これはある意味で

は翌年の 7)一首相訪中へ向けての地な らしで

あった｡しか し,ラジャ訪中直後に起 ったイ

ンドシナ共産化によって両国の関係が単純な

上昇線をた どることは難 しくなった｡共産イ

ンドシナの脅威に対処するため,1975年後半

から ASEAN 諸国間の連絡 ･協力が緊密化

し,翌年 1月には,リー首相は,ラザ ク首相の

葬儀にマ レ-シアに出向いたのを手始めに,

タイ ･香港 ･台湾を 歴訪 した のち, マル コ

ス ･フィリピン大統領の公式訪問を受け,2

月にはマ レーシアのフセイン ･オン新首相の

訪問を受け,さらに第 1回ASEAN首脳会議

にバ リへ出かけるという急ペースで ASEAN

を中心 とした訪問外交を展開している｡ この

ほかにも,ASEAN は2月にバ ッタヤで外相

会議,3月にクアラルンプルで経済閣僚会議

を開き,閣僚 レベルの連絡を密にしているの

で, 5月の リー訪中が ASEAN 諸国の了解

の下に決定されたことは確実である｡

ラ外相 ･ホン･スイセン (韓瑞成)蔵相 ら

を含む リー一行17人は,5月11日に北京空港

に到着,挙国鋒首相 ･喬外相 ･李強対外貿易

相 らの出迎えを受 けた｡ 両国首脳は11日か ら

13日まで 3回7時間半にわたって会談 した｡

52)ST,19May1975.
53)『星洲日報｡1975年 3月22日｡
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また,11日には華首相主催の歓迎宴があり,

12日には毛沢東主席と会見,13日には リー首

相が返礼宴 を はった｡ 13日で公式 日程を終

り,14日から大寒を皮切 りに西安 ･延安 ･上

海 ･無錫 ･桂林と10日間の観光旅行のあと,

23日に広東か ら香港に出て 2週間にわたる訪

中を終えた｡ 共同声明はな く,会談内容は発

表されず ,公式の意志表示は招宴での演説の

みである｡

リー訪中の目的が国交樹立でないことは当

初か ら明らかであった ｡ ラ外相は,リー首相

はすでに米 ソを訪問 しているのでそれとのバ

ランスをとることが訪中の目的だと語 ってい

るが,米 ソとちがって国交のない中国を米ソ

とのバランス上訪問する必要はないし,もし

必要であったのならなぜ もっと早 く訪中しな

か ったのかという問題 も残る｡ リー個人の歴

史感覚- 現代史の巨人毛沢東が死ぬ前に,

行 って会いたい とい う希望- を別 にすれ

ば,訪中団の構成 とその言動か らみて,リー

訪中の主 目的 は中国首脳 との直接接触 にあ

り,それによって中国新首脳の考えを知 り,

友好関係 ･経済交流を促進するとともに,中

国首脳およびシンガポール国民に両国が全 く

別の国であることを宣伝する機会として利用

しようとの意図があったようである｡54)

54) リー訪中の 目的については,STeditorials,
12Apriland10May1976;TheNewStraits

Times,9May1976;FEER,14May1976,p.
22参照｡
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首脳会談の主な議題は,ASEAN,ベ トナム

後のアジア,中国の東南アジア共産系反乱 グ

ループ-の支援,貿易拡大な どであった とい

う｡55) 中国が ASEAN支持 ,ソ連のアジア進

出症対 ,貿易拡大歓迎の態度を表明 した こと

は確実であるが ,反乱 グループ支援中止 は拒

否 している｡ これは リーの返礼宴における演

説の次の一節か ら明 らかである｡

華総理はまた中国は他国の内政に干渉

しないと言明されました ｡ したが って ,

シンガポール政府が どのように国内の共

産党員に対処するかばシンガポール政府

が自分で決めることであります｡私 は,

内政不干渉の原則にもとづ き,両国の関

係が発展 してい くことを信 じますが,両

国は, 従来凍結 し, 形式化 して いた態

度 ･政策を変えるのには少 し時間が必要

であると考える点で一致 して います｡56)

これは明 らかに中国のマラヤ共産党支援に対

していやみをいった もので, リーがさめた 目

で中国を見 ,やや距離をおいた関係を望んで

いることを示 している｡

この ほかの 二つの招宴での 演説に おいて

も, リーは両国の共通点 ･友誼よ りも相違点

を強調 して いる｡ 華首相の 歓迎宴 に お いて

は,多種族国家 としての シンガポール,非共

産国集団としての ASEAN,その団結による

外か らの圧力の排除,中国とシンガポールの

国益およびイデオロギーのちがいか らくる意

見の相違な どを強調 し,中国にこれ らを理解

するように求めている｡57) また,訪中を終え

るにあた っての広東省 ･広州市両革命委員会

合 同主催の歓送宴 において は,政治問題には

ふれず ,もっぱら2週間の中国滞在中の見聞

に もとづいて ,シンガポール華人 と中国人が

55)ST,12May1976.

56)ST,15May1976.

57)ST,12May1976;『人民日報｡1976年 5月12

日｡

全 く異な った環境において全 く異な ったテン

ポ ･様式の生活を営んでいることを語 り,中

国人民の規律 ･刻苦勤労には敬服するが,こ

れ はシンガポール華人の受け入れるものでは

ないことを示唆 している｡58)

新聞な どの報道に表れた リー訪中は,前年

の ラジャの場合 とか な り調子 が ちが って い

る｡ ラジ ャは両国の 関係改善を 至上 目的 と

し,そのためにはマラヤ共産党支援問題には

目をつむ り,シンガポールの ｢中国性.利用

も辞さない姿勢を示 したが, リーは,公の席

でマラヤ共産党問題を とりあげ,シンガポー

ルの ｢中国性 . を否定 し,そのために両国関

係がい くらか緊張 して もか まわないという態

度を とっている｡この二つの訪中のちがいは,

国交問題および中国との相違の強調の程度に

最 も顕著に表れている｡

ラジャが国交延期の了解を求めることを訪

中の一つの 目的としていたのに対 し, リー訪

中の際には外交関係には,樹立の可能性につ

いて も,延期について も一切ふれていない｡

しか も, リーは,上述の ごとく,真に友好的

な関係を もつにはまだ時間がかかると公言 し

て ,急いで密接な関係を もっ ことは望 ましく

ないことを暗示 している｡これが中国側の意

図か ら出た ものでないことは,国交がないに

もかかわ らず , リーを友好国首脳 として歓迎

している59) ことか らみて明 らかである｡ シ

ンガポールは,ラジャ訪 中時に予想 していた

よ りも国交樹立の時期が遠いことを知 り,ま

たその方が よいと 考えて 行動 した ようであ

る｡その理 由の第 1は,イン ドネシアの中国

との復交がまだ遠いことが明 らかにな った こ

と,60) 第 2は,中国がタイおよびマラヤ共産

58)TheSundayTimes,23May1976.

59)『人民日報｡1976年5月11-14日参照｡

60) インドネシアの中国との復交問題についての

見解は一進一退 し,政府内でも合意に達する
こ とが で き ない ようであるoKaw,Guat
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党を支援 しつづけていることである｡ この事

実は,ラジャ訪中後にインドシナが共産化 し

て新 ドミノ理論が出てきたこと,マラヤ共産

党が分裂 してその分派抗争がシンガポールに

も及んだ こと,61) 共産系活動家 の逮捕 が続

いたこと,82) か ら以前より重要な意味をもつ

に至 った. 第 3は,1975-1976年の中国への

輸 出が1974年に くらベ20パーセント以上減少

し,貿易赤字が増大 していることで ある｡68)

これは,政治的関係の改善が必ず しも直接的

には輸出の増大に 結びつかない こと, した

がって逆に,経済関係拡大のために政治的関

係を強化する必要は ないことを 示す もの で

あった｡

シンガポールと中国との相違は,ラジャ訪

中時にも強調されなかったわけではないが,

リー訪中時のように,出発前か ら新開が両国

のちがいを書き,64) 帰国後もマスコミ総出で

これを宣伝するということはなかった｡報道

の程度が外相 と首相では当然ちがうというこ

とだけでは説明 しきれない差が二つの訪中の

報道の中に表れている｡強調された両国の相

違の第 1は,シンガポールは東南アジアの多

種族国家で,その運命は中国でな くASEAN

諸国とともにある｡ 第2は,政治 ･経済体制

のちがいで,とくに中国の人民の生活 ･思想

統制の厳 しさ,不安定な政治情勢,閉鎖的な

経済がシンガポールの開放的な体制と対比さ

れている｡第 3は,人民の生活のスタイルの

ちがいで,その主たる内容は生活水準の差で

Hoon.1979. "Recent DeveloplnentS in

China-ASEANRelations,"SoutheastAsian

Adairs1979.Singapore:InstituteofSouth-
eastAsianStudies.69;ST,14November

1975.

61)ST,29October1975.

62)∫γ8May,3October,4November1975,27

May,4,18and22June1976.

63)付表参照｡

64)『南洋商報｡1976年 5月10日｡
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ある｡65) リーは両国の中国語さえすでに同じ

ではな くなっていることを指摘 し,66) 華字紙

の随行記者ふたりは帰国後にこれをふえんし

て,両国はいまでは ｢親戚.でな く ｢友人.

である,中国側 もこれを理解 して シンガポー

ルを ｢親戚国.と呼ぶのをやめた,と強調 し

ている｡67)

リー訪中に際して中国とのちがい,とくに

中国のネガティブな面を強調 したのは,一つ

にはシンガポール華人に向けての宣伝であろ

う｡いまだに中国に対 して特別な親近感や健

保をもつ者がシンガポール華人には少な くな

いので,中国が彼 らの考えているような国で

はないことを宣伝 して シンガポール ･アイデ

ンティティーの形成 ･強化の一助としようと

の意図があったことは,英字紙よりも華字紙

の方が両国の相違を力説 している事実か らも

明白である｡

しか し,これをたんなる国内向けの宣伝と

片づけることは できない ｡ もしそうな らラ

ジャ訪中を同じような宣伝の機会として利用

したはずである｡これはやはりラジャ訪中以

後にシンガポールの中国政策に生 じた微妙な

変化を反映 したものであろう｡ラジャ訪中に

よって中国がマラヤ共産党支援をやめないこ

とがはっきりし, リー訪中によって これを再

確認 し,これ にイ ン ドシナ共産化 が重なっ

て,シンガポールは,貿易はともか く,一般

的に中国に近づきすぎるのは望ましくないと

いう結論に達 したのである｡ 中国のマラヤ共

産党支援への固執 も,インドシナの共産化に

ASEAN が感 じる脅威 も,中国とシンガポー

ルの国家理念 ･体制のちがいを再認識させる

65)ST,13,14,21and27May1976;『星洲日報｡

1976年5月29,30日;『南洋商報｡1976年5

月10,13,29日;両華字紙随行記者のテレビ

対談 (『星洲日報rJ1976年6月10,11日)0

66)ST,23May1976.
67)『南洋商報｡1976年5月29日 ;『塵洲 日報｡

1976年5月29,30日,6月10,11日｡
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ものである｡この前提にた った上で, リー首

相は2週間にわたる中国各地の見聞によって

両国の相違の大きさを実感するとともに,自

国の優位を心中ひそかに誇 った もの と思われ

る｡68) シンガポールは,自国と中国が全 くち

が う理念 ･体制 ･生活様式を もつ という現実

を直視 し,ASEAN の結束を最優先 して ,慎

垂に時間をかけて対中関係を改善 してい くと

いう方向へ向か ったのである｡翌年以降のイ

ン ドシナをめ ぐる共産諸国の対立 ･抗争はこ

の方向に拍車をかけ,1978年に中国か ら郡小

平副首相を迎えた際にいっそ う明確に示 され

ることとな った ｡

Ⅴ 部小平副首相の シンガポール訪問

リー訪中半年後の1976年12月,シンガポー

ルは総選挙を行い,与党の人民行動党が前回

同様全議席を独占しただけでな く,得票率を

前回の71パーセン トか ら75パーセン トへ高め

た ｡ この選挙に野党か ら立候補 し,選挙演説

で政府の教育政策を英語を偏重 し,華語を抹

殺 しようとしていると非難 した候補者ふた り

の うち,シャムスデ ィン ･トン (仝 道草) は

翌 日国内治安法69)によって逮捕 され,ホ一 ･

ジュアンタイ (何元泰) は同法によって指名

手配 されたが,マ レーシアへにげて警察を 出

しぬいた ｡70)逮捕 ･指名手配の理由は,根拠

68)訪中しめくくりの広州の歓送宴における演説

で,この実感,誇りがかなり率直に語られて

いる｡ST,23May1976.

69)国内治安法 (TheInternalSecurityAct)は,
マ ラヤ共産党武装反乱によ る ｢非常事態｣

(1948-1960年)下の治安諸法を集大成する形

で1960年にマラヤで制定され,1963年のシン

ガポールを含むマレーシア成立によってシン

ガポールをもカバーすることと覆った｡1965

年の分離独立の際,シンガポールはこの法律
を自国の法律として採用した｡その眼目は予

防拘禁で,政府は治安上危険と判断した人物

を裁判をLで2年間 (この期限は何回でも更

新できる)拘留 で き る｡ くわしくは,Ho,

TaiYam.1978. TheOriginsandApplication

oftheInternalSecurityLawsofSingapore,

1945-1977.UnpublishedB.A.Honours

Thesis.Singapore:Departmen亡ofHistory,

UniversityofSingapore.

70)gT 25and 30December1976,1 and26

January1977.

のないことを宣伝 して華人｢ショーどこズム｣

を煽動 した ,71) というもので ,1971年の 『南

洋商報｡ 事件72) における, 当時同紙主筆で

あった トンほかふた りの逮捕理由と同様であ

る｡選挙の前年 ,東南アジア唯一の華語を教

育用語 とする大学であった南洋大学の英語化

を実施 した政府当局は,これに対する不満が

聾語系華人の間に くすぶ っていた ことについ

てかな り神経質 にな って いた もの と思われ

る｡ トンもホ-も南洋大学および義安工芸学

院の英語化を政府の華語抹殺政策の証拠 とし

て とりあげ,これに対する華語系華人の不満

に訴えようとした ものである｡ とくにホ-は

1975年の英語化実施当時,南洋大学の学生会

長 として 学生に抵抗を呼 びか けた前歴 が あ

り,警察の要注意人物にな っていたようであ

る｡73)この両人の主張は,シンガポール華人

の ｢中国性.を強調することによって ,英語

系華人に くらべて社会的 ･経済的にめ ぐまれ

ない華語系華人の不満に訴えるもので ,この

選挙では大きな反響を呼ぶ ことはなか ったに

せよ,華語系華人が多数を しめるだけに,政

府 はその潜在的な危険を重視 したのである｡

しか し,南大英語化に対する不満 は,反対

運動-発展することな く霧消 した ｡ その理由

71)内務省声明 ;∫γ 25December1976 and1

January1977.

72)岡部 ｢前掲論文.3ト36ペ ー ジ参照0

73)内務省声明 ;gr 1January1977.
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の一つは政府の厳 しい予防措置であろうが,

より基本的な理由はシンガポール社会全体の

英語への傾斜である｡天然資源がな く,国内

資本が少な く,国内市場の小さいシンガポー

ルの生存の唯一の道は外資依存の開放経済に

あり,そのためには国民が国際語である英語

を解することが重要である,という政府の一

貫 した主張を,華語系華人も生活の実感を通

して徐々に受 け入れつつ あった｡ この事実

は,英語系 ･華語系小学校-の入学児童数の

比率の変化に最 も端的に表れている｡ この比

率は,1959年には大体 1対 1であったのが,

年々英語系小学校-の入学者がふえて,1977

には5対 1となっている｡74) さらに,小学校

の中途や中学 ･高校段階で華語系から英語系

へ移る者が相当数にのぼるのに対 して,その

逆の流れはほとんどみられないので,英語へ

の傾斜は上記の比率の示唆する以上のもので

ある｡ このような 国内に おける ｢中国ばな

れ.の現象および人民行動党政権のいっそう

の安定が,シンガポールの中国政策における

選択の幅をひろげ,外交政策上での ｢中国ば

なれ.を容易にするものであることは言をま

たない｡

しか し,国内要因は,リー訪中後のシンガ

ポールの外交政策一般,とくに中国政策にお

ける間接要因に すぎず,直接的に は 国際要

因,すなわち,前にふれたインドシナ情勢の

変化とこれに対応する ASEAN 諸国の 政策

の変化がより重要である｡1977年以降表面化

したベ トナム ･カンプチア紛争 ･ベ トナムの

全インドシナ支配 ･中越抗争 ･ベ トナム難民

問題によって,ASEAN諸国に対するベ トナ

ムの 脅威が増大する反面, 中国の脅威は 相

対的に 低下 したO 中国側に とって も, ベ ト

74)Gob Keng Swee and Education Study

Team.1979.ReportontheMinistryofEdu-
cation.Singapore:MinistryofEducation.
1-1参照｡
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ナムに対する カウンターバランスと して の

ASEAN の重要性が 高まり, これに 対する

外交攻勢 を つ よ め た｡ ベ トナムは 中国 と

ASEANの結合をおそれて,これ も ASEAN

諸国への外交攻勢を展開する一方,自国の華

人追放を正当化する必要 もあって ,いずれ も

多数の華人系住民をかかえる ASEAN 諸国

に,現地華人を第五列として浸透する中国の

脅威を訴えた｡

この新情勢に加えて,ベ トナム難民の流人

にその安全を脅かされた ASEAN 5カ国は

結束をつよめ,インドシナ紛争の外にたっ こ

とを 最 も緊急かつ 重要な 外交政策 とするに

至った｡ この文脈の中で,華人国家であるシ

ンガポールの安全は,他の ASEAN 諸国に対

し,中国と特別な関係を もたず,ASEAN諸

国と運命をともにする決意を以前にもまして

明確にすることによってのみ確保されうる｡

難民問題において,5カ国のうちで最 も被害

の小さいシンガポールが最 も高姿勢をとった

のも,これが一つの理由である｡

リー訪中後のこのような情勢の変化を背景

とし,ASEAN に対する中越外交競争の一環

として,1978年11月,部小平副首相が黄華外

相 らをともなって,タイ ･マレーシア ･シン

ガポールを 歴訪 したので ある｡ この わずか

1,2カ月前 にファン･バン･ドン ･ベ トナ

ム首相が ASEAN 5カ国を訪問し, その直

後にモスクワへ飛んでソ越友好協力条約に調

印したあとの部の 3国訪問は,ベ トナムとの

競合があまりに明白で,ASEAN 3国として

は無条件で ｢熱烈歓迎.というわけにはいか

なかった｡75)

部一行 36人は,11月 5日か ら9日までタ

イ,9日から12日までマレーシアを訪問した

のち,12日に シンガポールに到着 した｡ マ

75)Raw.̀ R̀ecentDevelopments-,"pp.68-69
参照｡
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レ-シアでは空港 ･沿道に厳重な警戒態勢を

しき,一般民衆の歓迎を許さなか った｡76) ま

た,フセイン ･オン首相は歓迎宴 ･郡の返礼

宴の両方で, マレーシアは 外国の 干渉に よ

る反乱活動を 許さない ことを 強調 し,郡が

ASEAN の努力 ･成果を賞揚 し,その中立構

想77) 支持を くり返 した78) のと対照的であっ

た ｡ しか し,郡 も外交辞令ばか りな らべてい

たわけではな く,中国の華僑政策に言及 した

際に,帰化 した華人はマレーシア市民 として

他の市民 と同 じ義務を負い,同 じ権利を もつ

べ きであると語 って,暗にマレーーシア華人が

マレー人と平等の権利を与え られていないこ

とを批判 して マレーシア政府を 怒らせた｡79)

部一行がマ レ-シアをはなれるや,フセイン

首相は,首脳会談において邸にマラヤ共産党

支持中止を声明するよう求めたが,郡 は国家

間の関係と党間の関係は別であることを理由

にこれを拒否 した,と発表 した｡130) これは,

ファン ･バ ン ･ドン首相が,ベ トナムは他の

東南アジア諸国で反乱活動を行なった り,支

持 した り しないと くり返 し保証 した81)のに

くらべ,いかにも中国が東南アジアに対 し現

地共産党を通 して浸透を企てているかのよう

な印象を与えた｡82)

76)TheAsianWallStreetJournal(以下 AWSJ

と略す),lland21November1978.

77)ASEANの中立構想については,岡部達味.

1978.｢ASEAN の安全と中立地帯構想.岡

部編 『ASEAN をめぐる国際関係｡日本国際

問題研究所.133-160ページ参照0

78)ST,llNovember1978;TheSundayTimes,

12November1978;AWSJ,llNovember

1978;『人民日報』1978年11月11日｡

79)Raw."RecentDevelopments･.･,"p.69;ST,
16November1978;TheSundayTimes,12

November1978;AWSJ,llNovember1978.

80)ST,13November1978;AWSJ,llNovember
1978.

81)ST,10,14and16September1978.

82)東南アジアの共産党はすべて中国の影響下に

あるのでベトナムの不支持声明には実質的を

郡一行は,12日朝 シンガ ポール空港 に到

着, リー首相,ラ外相な どの出迎えを受けた

が, リー訪中の際に中国が用意 したような民

衆の盛んな歓迎はな く,自発的に空港へ歓迎

に出かけた小グループも都到着後まもな く排

除された｡83) マレーシア ･シンガポール滞在

中部一行は一般民衆 と接触する機会を与え ら

れていない｡84) これ ら両国政府は,華人大衆

が史上初めてこの地を訪れた中国首脳にどう

反応するか,部がこれにどう対応するかにつ

いて不安をいだいていたのである｡多数の華

人が中国首脳に対 して熱狂的歓迎を示すな ら

ば,政府が創出に努力 してきたナショナル ･

アイデ ンティティーの後退 はまぬかれ な い

し,最悪の場合には人種暴動へ発展する可能

性さえないとはいえない｡ また,マラヤ共産

党が華人の熱狂を利用するか もしれず ,部 白

身 これを助けるような行動をとらないとは限

らない｡たとえそれほど極端なことは起 らな

くて も,華人大衆の中国とのつながりを思い

出させ ,中国に対する ｢愛国心.を呼びさま

すようなことはさけた方が国内の治安にとっ

て も対外関係において も安全であると政府は

判断 したのである｡

11月12日,歓迎宴において リー首相は,シ

ンガポール華人は東南アジアでその将来を切

り開きつつあり,すでに中国人とは異なった

国民 となっている,シンガポールは中国のた

めに国益を犠牲 にすることはできないし,そ

の逆 もありえない,と両国のちかいを強調 し,

意味はない｡ST,16November1978.また,
中国のマラヤ共産党支援も実質的には大した

ものではないことを フセイン自身認めてい

る｡AWSJ,lland23November1978.

83)『人民日報｡はバンコク空港での民衆の郡送

迎風景を写真入 りで報 じてい る (11月 6,

10,16日)が,マレーシア･シンガポールに
ついては民衆には一切言及していをい (11月
10,13,15日)0

84)ST,13November1978;AWSJ,16November
1978.
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中国の影響を排除 してい く決意を示 した｡ こ

れに対 して郡副首相は,シンガポールが リ-

の指導下に著 しい経済発展をとげたことを激

賞 して余裕のあるところをみせたが,85) その

後記者団に配布 した演説テキス トでは ｢ただ

いまの首相閣下の友好的な演説.という字句

が鉛筆で削除 してあった｡86) 夕食後, リーは

華人の獅子舞いとともにマレー人 ･インド人

の舞踊を披露 ,87) 多種族国家 シンガポールを

売 りこんだ｡

シンガポール政府の発表によれば,リー ･

部両首脳は,12,13両 日,合計 5時間半にわ

たって ｢自由かつ率直に｣話 し合 ったが,お

互いの見解を全面的に受け入れたわけではな

い｡中国側は,(1)超大国間の競合が世界 と

東南アジアの多 くの国々の平和 と統合を乱 し

ているとの 見解を 明らかにし, (2) ベ トナ

ム ･東南アジアについては従来の政策を再確

認 した ｡ これに対 しシンガポール側は,(1)

大国間の競合が不安定要因となるか もしれな

いが,これは大国だけが決められることで,

ASEANはこれに介入できない,(2)ASEAN

諸国は 非共産主義体制を とり, 経済協力 に

よって地域の平和 と安全に寄与する決意であ

る,(3) シンガポールは中国とは別個の東南

アジアの国家であり,シンガポール ･アイデ

ンティティーの創出に努力 してきており,そ

の市民を華僑 とはみな していないので,中国

の華僑政策 とは関係がない,の 3点を強調説

明 した｡88)

この政府発表か ら外交用語をはず して しま

えば,以下のようになる｡ 両首脳は互いの見

解をのべ合ったが合意す る ところはなか っ

た ｡ 中国側が,ソ連の覇権主義が世界の主た

る不安定要因であり,これは東南アジアでは

85)ST,13November1978.

86)ST,14November1978.

87)『人民日報｡1978年11月13日｡

88)ST,14November1978.

｢東洋のキューバ . ベ トナムの覇権主義 とい

う形で表れていると主張 したのに対 し,シン

ガポール側は,ソ連の覇権主義が不安定要因

であるにせよないにせよ,ASEAN諸国は中

ソ ･中越対立に介入 しな い こ とを 明確 に し

た｡また, ])-は,ASEAN 諸国が反乱分子

に厳 しく対処 し,協力 して経済発展に努める

ことによって国内の不満分子をな くし,共産

諸国か らの影響を排除 してい く決意であると

語 って間接的に中国のマラヤ共産党支援を非

難 した｡ さらに,シンガポ-ル華人は華僑で

はないか ら中国の華僑政策 とは無関係である

として,中国との特別な関係をかさねて否定

した｡

一般的な定義にしたがえば,｢華僑｣とは中

国籍のまま海外になが く居住 し,生計を営む

中国人であるから,シンガポールに華僑がほ

とん ど存在 しないのは事実である｡ しか し,

これはシンガポール独立以来存在 している事

実で新 しい現象ではないし,ラジャ訪中時に

は公然と受け入れていた同じ華僑政策を部来

訪に際 して この理由で拒否 したのは明らかに

｢中国ばなれ｣のエスカレーションである｡

外交関係は全 く話題にならなかったという

し,89)貿易な どについて重要な話 し合いが行

われた様子 もない｡ したがって,シンガポー

ルにとっての部訪問の主たる意義は,両国関

係のあり方について 自国の考えを中国首脳に

直接伝えた ことに あると いえよう｡ シンガ

ポール最大の英字紙ス トレーツ ･タイムズが

その社説で部の 3国訪問をあたか も ASEAN

の部を教育する機会であるかのごとく書いて

いる90)の も故な しとしない｡

シンガポールでの第 2日日の11月13日,部

副首相一行は住宅公団,ジュロン工業団地を

視察 したのち,シアス大統領を表敬訪問 し,

午後は リーとの第 2回会談,夜はゴー ･ケン

89)Loc.cit.
90)Loc.cit.
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スイ (呉麗瑞)副首相の招宴 に臨み,シンガ

ポールでの公式 日程を終 った.1∠=]囲,中田

銀行を初めとする四つのIT1円金融機関の シン

ガポール支店首脳部と 会合 した の ち, ラン

グーン経由で帰国の途についた (｡91)

この会合の内容は発表されていないが,一

説 によれば,部 が ｢四つの近代化.に必要な

ほう大な外貨 ･外資の一部を シンガポールで

調達 したい希望をのべて協力を要請 した とい

う｡ これは次の二つの理 由か らありそうなこ

とのように思われる｡ 一つ は,シンガポール

は華人の集中 している東南アジアで唯一の中

国金融機関の支店活動を許 して いる国である

こと,しか も,シンガポール政府 は10年ぶ り

に 中国銀行支店長 の 中国か らの派遣 を許可

し,新 しい支店長が赴任 したばか りであった

こと｡92) もう一つ は,部訪 シン直後の1978年

12月末に,中国政府が シンガポーー)レの市中銀

行数行に対 し,ホテル建設資金の融資を依頼

していることである｡93) これ らの事実は,中

国が シンガポール で外資を 調達 す る意図を

もっていること,自国の金融機関 シンガポー

ル支店の直接掌握 ,業務強化を実施 中である

ことを示 している｡

郵小平副首相の ASEAN 3国訪問は, そ

の前後の 日米訪問 とちが って ,大きな成果を

あげた とはいいがたい｡これ ら3国は中越紛

争の余波をまともにかぶる位置にあ り,しか

も政治的統合が強固でない ｢軟性.の小国で

あるため, 外か らの 浸透の 脅威が 大きい94)

ことか ら,紛争にまきこまれないよう最大限

の努力を している時点での中越両国首脳の来

訪 は歓迎すべ きものではなか った｡95)しか も,

91)Loc.cit.;ST,16November1978.

92)ST,llJune1976;『星洲El報｡1978年11月15

日｡

93)『星洲日報｡1978年 12月28日｡

94)岡部達味.1976.L~鬼南アジアと日本の進路｡

日本経済新聞社.46-56ページ参照｡,

95)AWSJ,23November1978参照｡

これ ら3国の ｢軟性.の重要な一部を成すの

は華人住民であり,中国の影響下に武装闘争

をつづける共産党であるか ら,中国首脳の来

訪 は元来強固 とはいえない国内の政治的 ･社

会的安定に悪影響を与え うるものであった ｡

タイはともか く,マ レーシア ･シンガポ-

ル訪問に大きな成果を期待で きないことを部

副首相は予測できなか ったようである｡ 華人

および共産党問題の深刻さを外か ら理解する

のは容易ではないにせよ,中国はソ越 との競

合に気を とられて ASEAN の小国の立場に

ついて 研究不足で あった感が 深い｡ シンガ

ポールが 中国に対 し くり返 し 自国の ｢中国

性.を否定,｢東南アジア性 . を強調 ,中ソ･

中越対立 における中立を主張 しているのは,

中国が シンガポールに とって その 東南アジ

ア ･アイデ ンティティーの もつ意味を真に理

解せず ,シンガポール側をいらい らさせた こ

とを示す もの とみることもで きる｡ とくに,

リー ･部 会談につ いての政府発表が,シンガ

ポールは中国に対 しその ｢別個の東南アジア

の国でありつづけたい願望 (desiretoremain

asaseparateSoutheastAsianstate).を明

らかに した ,96) といって い るの は注 目され

る｡葛はミシンガポールを中国の一部あるいは

それに近いもの とみなす発言を した ことを匂

わせ る表現である｡

従来の ASEAN およびその中立構想支持 ,

華僑政策不変 という以外に新たに提供するも

の もな く,ただベ トナムの脅威を説 いて まわ

るだけの訪問外交 自体が中国の ASEAN 諸

国に対する認識不足を示 している｡ 部小平副

首相の ASEAN 3国訪問は, マ レーシアで

マラヤ共産党支援継続を再確認させ られた こ

とによって ,国交再開へゆ っくり動 き出して

いたイン ドネシアを硬化させ ,97) シンガポー

96)ST,14November1978.
97)ST,14and15November1978;AsiaYear-

book1979.1979.HongKong:FarEastern
EconomicReview.172参照｡
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ルとの国交 も遠のかせる結果となった ｡

ⅤⅠ お わ り に

以上,シンガポールの中国政策を首脳の相

互訪問を通 して検討 してきたが,何よりもめ

だつ のは シンガポールが 終始自国の ｢中国

性. を否定,｢東南アジア性. を強調 してい

ることである｡ しかもこれは1975年のラジャ

訪中時よりも翌年の リー訪中時,さらに1978

年の郵来訪時と,ときがたっにつれてエスカ

レー トしてきている｡1975年には ｢東南アジ

ア性. ほ強調 したが,｢中国性. は全面的に

は否定せず,変化 してきてはいるが基本的に

は中国文化を保持 して いることを認め,｢親

戚国.であることを受け入れ,また,両国関

係の トゲであるマラヤ共産党問題への言及は

さけている｡これは,ラジャ訪中が,1971年

以来の米中接近 とそれにつづ く ASEAN 諸

国の対中関係改善の趨勢の中で,シンガポー

ルも従来の友好的とはいえなかった中国政策

を改め,まず経済を中心に両国関係を改善 し

ていこうとする前向きの姿勢を示すものであ

る｡マラヤ共産党問題は重要ではあるが,実

質的にはシンガポールに限っていえば,治安

に対する脅威はほぼ解消 しており,東南アジ

ア随一の政治的 ･社会的安定 - ｢硬性化.

- を誇るシンガポールにとって固執 しなけ

ればならないほどの問題ではな くなっていた

といってよいであろう｡

しか し,ラジャ訪中後の 1年間に起 ったイ

ンドシナ3国の共産化は,ASEAN 諸国を緊

張させ ,その団結をつよめると同時に,共産

インドシナの背後にあると考えられ,また東

南アジアの共産党に影響力をもっ中国の脅威

が増大 し,中国への接近を再検討させる結果

をもたらした｡シンガポールでは,同じ1年

間に マラヤ共産党の 根づよい 活動が 表面化

し,治安問題としての共産党問題が再認識さ
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れている｡したがって,1976年 5月の リー訪

中時には,シンガポールの外交政策は前年の

ラジャ訪中時とはかなり色合いのちがうもの

になっていた ｡ 最大の変化は運命共同体 とし

ての ASEAN アイデンティティーの強化で

あり,さらにこれが共産インドシナからの ド

ミノ現象の防止を基本 目的とする以上,国内

の共産党問題 にも神経質 にな らざるをえな

い｡したがって,リー首相の訪中は,ラ外相

の訪中によって開始された対中関係改善をさ

らに推進するというよりも,シンガポールの

｢中国ばなれ｣･ASEAN密着を内外に宣伝す

る機会として利用されることとなった｡ リー

は,ラジャの肯定 したシンガポールと中国の

文化の共通性を否定し,｢親戚国. の呼称を

拒否 し,とくに政治 ･経済の体制 ･理念のち

がい,シンガポールのASEANアイデンティ

ティーを強調 し,マラヤ共産党問題について

は中国の内政干渉非難に近い表現を用いてい

るのである｡

リー訪中後の国内 ･国際要因に生 じた変化

は,シンガポールの ｢中国ばなれ. をさらに

促進 し,ASEAN アイデンティティーを強化

した｡ベ トナムの脅威の増大とこれに対応す

る ASEAN の結束強化により, シンガポー

ルの ｢東南アジア化.は,その目的として従

来の近隣諸国との友好関係維持の上に,中越

両国との等距離外交という ASEAN 共通の

政策が加わって,国家の安全にとっての重要

性をましたのである｡ 国内における ｢中国ば

なれ.･政情の 安定は, 政府に外交政策上の

｢中国ばなれ. のフリーハンドを 与えたとい

えよう｡

したがって,1978年の部小平来訪は,シン

ガポールに ASEAN アイデンティティー,
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中国との特別な関係の否定を声高に宣伝する

機会を与えたにすぎない結果 となった｡ リー

訪中時の国内の体制 ･理念 ･生活様式のちが

いに加えて ,部来訪時には外交政策上の相違

が正面に押 し出され, リー訪中時には暗黙の

うちに受け入れて いた中国の華僑政策 さえ

も,シンガポール華人は華僑ではないとの理

由か ら拒否するに至ったのである｡

｢中国性.否定 ･｢東南アジア性 . 強調のエ

スカレーションは,直接的には国内要因より

も国際 ･地域要因に促された ものであると結

論できよう｡ 元来,シンガポールの ｢東南ア

ジア化. の努力は,｢第 3の中国. としての

生存 ･発展が不可能であり,｢中国性.の否定

が国家の安全 ･繁栄の不可欠の条件であると

の認識にもとづ くものである｡ したがって,

その安全保障の ASEAN 依存の度合がつよ

くなればなるほど,｢中国ばなれ_｣ はエスカ

レー トせざるをえない｡1975年以来のインド

シナ情勢の激変がこの条件を準備 したのであ

る｡ 国内現象としての ｢中国ばなれ.および

政情安定は間接的にこれに貢献 したが,この

国内要因自体,外交政策上の ｢中国ばなれ.

によって促進される側面を もっている｡

その経済の国際性を生存の基礎とするシン

ガポールにとって外交政策は重要であるが,

小国であるため国際情勢に影響を与えうるこ

とはまれである｡その外交政策によって コン

トロールできない国際環境に対処 してい くた

め, 内政に おける コン トロールを きつ くせ

ざるを えない｡98)マラヤ共産党 と その シン

パに 対する 厳 しい 弾圧, 種族 ･言語 ･文化

98)MorrisonandSuhrke,op.cit.,p.192.

｢ショーどこズム｣の抑制 も,その中国および

ASEAN 諸国との関係において コントロール

できない要素を補 う意味を もって いる｡逆

に,外交政策 も国内の政治的 ･社会的安定,

これを基礎とする経済発展を促進することを

重要な目的としている｡ そ して,内政 ･外交

ともに究極的な政策 目的は独立国としての生

存 ･発展の一点にある｡ シンガポールの中国

政策は,小国外交の一つの極を示唆するもの

といえよう｡

付表 シンガポールの対中国貿易

(単位 :百万シンガポール ･ドル)

S$1≒US$0.45

午 輸 入 輸 出 合 計 収 支

196.5 1.0

224.5 22.4

271.7 137.2

385.8 95.8

460.1 81.2

418.5 174.8

385.5 69.4

406.7 46.6

399.1 57.4

573.2 128.4

643.9 125.8

682.0 98.5

659.0 95.4

670.4 144.7

775.5 130.7

197.5 -195.5

246.9 -202.1

408.9 -134.5

481.6 -290.0

541.3 -378.9

593.3 -243.7

454.9 -316.1

453.3 -360.1

456.5 -341.7

701.6 -444.8

769.7 -518.1

780.5 -583.5

754.4 -553.6

815.1 -525.7

906.2 -644.8

出所 :Singapore,DepartmentofStatistics.1975.

YearbookofStatisticsSingapore,1974-75.

pp.99-100.

Singapore,DepartmentofStatistics.1979.

YearbookofStatisticsSingapore,1978-79.

pp.116 -117.
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